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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同じ周波数で送出する複数の局を有する無線ネットワークの送信方法であって、
　前記複数の局のうち少なくとも１つの中継局により実施される以下のステップ：
　－第１の無線チャネルを介してデータを表す第１の信号を受信するステップであり、前
記第１の信号は、前記複数の局のうち少なくとも２つの基地局により同期的に送出される
ステップ、及び
　－第２の無線チャネルを介して少なくとも１つの受信機を有する集合に受信データを表
す第２の信号を送出するステップ
　を有し、
　前記第２の信号は、前記複数の局のうち少なくとも１つの基地局により送出されること
になっている前記データを表す第３の信号と同期的に送出されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第３の信号及び前記第１の信号は、少なくとも２つの同じ基地局により送出される
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　同期情報を表す少なくとも１つの信号を受信するステップを有することを特徴とする、
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　同期情報を表す前記少なくとも１つの信号は、前記第１の信号を送出した２つの局のう
ち少なくとも１つの局により送出されることを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の信号は、第１のタイムスロットで送出され、前記第２及び第３の信号は、第
２のタイムスロットで送出され、前記第１及び第２のタイムスロットは、同じ通信フレー
ムに属することを特徴とする、請求項１ないし４のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の信号は、第１のタイムスロットで送出され、前記第２及び第３の信号は、第
２のタイムスロットで送出され、前記第１及び第２のタイムスロットは、２つの連続する
通信フレームに属することを特徴とする、請求項１ないし４のうちいずれか１項に記載の
方法。
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【請求項７】
　前記少なくとも１つの中継局は、少なくとも第１のアンテナを介して前記第１の信号を
受信し、少なくとも第２のアンテナを介して前記第２の信号を送出することを特徴とする
、請求項１ないし６のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　同じ第４の信号が、前記少なくとも１つの基地局及び前記少なくとも１つの中継局によ
り同期的に送出されることを特徴とする、請求項１ないし７のうちいずれか１項に記載の
方法。
【請求項９】
　同じ周波数で送出する複数の局を有する無線ネットワークの送信方法であって、
　－前記複数の局のうち少なくとも２つの基地局により同期的に、第１の無線チャネルを
介して第１のタイムスロットでデータを表す第１の信号を送出するステップ、及び
　－第２の無線チャネルを介して第２のタイムスロットで前記データを表す第３の信号を
送出するステップ
　を有し、
　前記第３の信号は、前記複数の局のうち少なくとも１つの基地局により、前記第１の送
出された信号を受信する前記複数の局のうち少なくとも１つの中継局により送出されるこ
とになっている前記データを表す第２の信号と同期的に送出されることを特徴とする方法
。
【請求項１０】
　同じ周波数で送出する複数の局と少なくとも１つの移動端末とを有する無線ネットワー
クの受信方法であって、
　前記少なくとも１つの移動端末により実施される以下のステップ：
　－第１の無線チャネルを介して第１のタイムスロットでデータを表す第１の信号を受信
するステップであり、前記第１の信号は、前記複数の局のうち少なくとも２つの基地局に
より同期的に送出されるステップ、及び
　－第２のタイムスロットで合成信号を受信するステップ
　を有し、
　前記合成信号は、前記データを表す第２の信号と、前記データを表す第３の信号とを有
し、前記第２及び第３の信号は、前記複数の局のうち少なくとも１つの基地局及び前記複
数の局のうち少なくとも１つの中継局によりそれぞれ同期的に送出されることを特徴とす
る方法。
【請求項１１】
　－受信信号電力、
　－少なくとも１つの送信局と受信機との間のリンク品質、
　－受信信号誤り率、
　を有するグループに属する少なくとも１つの選択基準に従って前記受信信号を選択する
ステップを有することを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　－通信フレームの受信信号位置、
　－信号の送信機を表す情報
　を有するグループに属するパラメータに従った利得適応ステップを有することを特徴と
する、請求項９又は１０に記載の方法。
【請求項１３】
　－第１の無線チャネルを介してデータを表す第１の信号を受信する手段であり、前記第
１の信号は、同じ周波数で送出する無線ネットワークの複数の基地局のうち少なくとも２
つの基地局により同期的に送出される手段、及び
　－第２の無線チャネルを介して少なくとも１つの受信機を有する集合に受信されるデー
タを表す第２の信号を送出する手段
　を有し、
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　前記第２の信号は、前記複数の基地局のうち少なくとも１つの基地局により送出される
ことになっている前記データを表す第３の信号と同期的に送出されることを特徴とする無
線中継装置。
【請求項１４】
　同じ周波数で送出する複数の基地局及び少なくとも１つの中継局を有する無線通信シス
テムであって、
　前記複数の基地局のうち少なくとも２つの基地局は、
　第１の無線チャネルを介してデータを表す第１の信号を同期して送出する手段をそれぞ
れ有し、
　前記少なくとも１つの中継局は、前記少なくとも２つの基地局により送出された前記第
１の信号のうち少なくとも１つを受信するように構成され、
　前記中継局は、前記複数の基地局のうち少なくとも１つの基地局により送出された前記
データを表す第３の信号と同期的に、前記データを表す第２の信号を送信する手段を有す
る無線通信システム。
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